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In this research, it decided upon the Grand Design and a 
GUI design guideline about the web design construction of 
a personal health record system, which provides medical 
treatment and healthy service and manages health 
information. Basic screen composition and animation were 
made based on it. In recent years, various leaks of 
information caused some problems; the user feels uneasy to 
deposit personal information with an external database. It 
is mentioned to the cause by which the spread of the 
personal health records in Japan is not progressing. It is the 
purpose of guideline that a user understands correctly the 
safety of information control, the validity of a system, and 
raising the literacy to a personal health record. Moreover, 
the special feature of the personal health record that 
"visualization of health condition" can be performed is 
effectively expressed on a web. Concretely, the following 
four points were performed.  
1.  Current Situation Survey of PHR  
2.  Questionnaire about Health Information and security 
3.  Determination of Grand Design Guideline 














































2.	  PHRの意義 
2.1	 PHRとは何か 
























	 「どこでも MY病院」構想とは、政府の IT戦略本部 [註


















































































て、Google Health [註 13]及び、Microsoft HealthVault[註



















	 Google は 2011 年 6 月に、2011 年末をもって Google 
Health のサービス提供終了を発表した。それに伴い、




















	 Google Health からのデータ移行を支援する機能の提






理することも可能である。」 [註 18]とある。 
	 2008 年のサービス開始、そして 2010 年のデザイン変
更と、一時は注目を集めた Google Health だったが、日
本語サービス充実の実現を待たずして 2011年末にサービ
スを終了した。Microsoft Health Vaultは日本語サービス
を展開しておらず（2012 年 7 月現在）、海外の PHR シ
ステムの日本導入は進んでいない。 
 
4.	 日本国内における医療・健康情報の IT化の状況 
	 この章では、国内において提供されている、医療・健康
情報を利活用したサービスについて、事例を紹介する。 










由があげられる。」 [註 19]とある。政府 IT 戦略本部の
「e-Japan戦略 II」[註 20]の中で、「先導的取り組みによる















時診療時医療[註 25]、高齢者向け[註 26]、乳幼児向け[註 27]など













4.2.1	 エムティーアイ「ルナルナ」[註 29] 


































4.2.2	 NTT docomo「i Bodymo」[註 33] 







4.2.3	 KDDI「Karada Manager」[註 35] 




























5.	  医療および個人健康情報に関する意識調査 
「医療および個人健康情報に関する意識調査」[註 39]（以降
「本研究で行ったアンケート」と表記）というアンケート
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図 1	 PHRについての認知度	 
図 2	 どこでも MY病院についての認知度	 















らだカルテ」は 14％、「NTTドコモの i Bodymo」は 11％ 
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図 9	 ニーモニック認証	 
 







6.5.1	 FeliCa[註 46] 
	 Yahoo! 百科事典によると、「ソニーが開発した、非接
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図 11	 データを育む 3つの指針	 
7.2.	 利用者から見た「データを育む」という意識付け 
7.2.1	 つくる 
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図 13	 PHR基盤ホームページ	 
	 

















図 15	 メニュー画面（部分抜粋）	 
	 
図 16	 ニーモニック認証画面（部分抜粋）	 
9.4	 ニーモニック認証画面 
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図 17	 健康診断サービス画面（部分抜粋）	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図 20	 家系図サービス画面 P 型色覚変換（部分抜粋）	 















④ 指示のあった PHRストレージと外部ストレージにデ 
 
図 22	 電子割符アニメーション 1	 
 
図 23	 電子割符アニメーション 2	 
 
図 24	 電子割符アニメーション 3	 
ータを 3分割してアップロードを行う。 
⑤ アップロード中に電子割符アニメーションを再生する。 



















（図 23）（図 24）。 
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記載した URL は、全て 2012 年 7 月 31 日にアクセスし
たものである。 
